
資料１

海洋観光の振興に関する検討会について

１．開催の趣旨

わが国は広大な管轄海域を有する海洋国家であり、クルーズ、マリン

レジャー等の海洋を活用した観光は、観光立国を推進するうえで重要な

役割を担っており、今後の一層の発展が期待される。

また、海運、造船、港湾、離島振興等の国土交通省の海洋に関連する

施策分野は、観光振興の視点から横断的に取り組むことにより、海洋産

業の発展と、魅力ある観光地域づくり等との相乗効果が期待される。こ

れらを観光振興の視点から横断的に取り組むにあたっては、海洋を活用

した観光に関する取組を「海洋観光」として総合的・体系的にとらえ、

その意義・魅力について整理した上で、国内外へ「海洋観光」の魅力を

発信していくとともに、海洋観光関連施策を総合的に推進していくこと

が必要である。

そのため、今般「海洋観光の振興に関する検討会」を開催し、海洋観

光の意義・施策体系等について整理を行うと共に、施策の推進に関する

課題や今後の方向性等についても議論し、提言としてとりまとめを行う

ものである。

２．構成員

別紙参照

３．スケジュール及び主な検討事項（案）

第１回 日時：平成２６年１月２７日（月）１０～１２時

検討事項：海洋観光の意義及び施策体系の整理

第２回 日時：平成２６年２月２４日（月）１５～１７時

検討事項：海洋観光の課題・方向性の整理

第３回 日時：平成２６年３月１９日（水）１０～１２時

検討事項：海洋観光に係る提言のとりまとめ

＜参考＞ 海洋観光に関するシンポジウム（仮）を開催予定

日時：平成２６年３月２５日（火）午後

内容：調整中


